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システムの概要  

 

 
 

RIBC2 は、内訳書作成システムと標準単価作成システムで構成されています。 

ここでは、内訳書作成システムの機能と運用イメージなどについて説明します。 

 

 

 
 

内訳書作成システムは、標準単価ファイル等を参照しながら 

「内訳設計書」や「共通費計算書」を作成し、印刷を行うシステムです。 

 

 

 内訳書は、「設計数量」や「単価」を入力して作成します。 

 

 

 
 

単価の入力には、標準単価ファイルから複合単価や市場単価などを登録する方法や、 

製造業者又は専門工事業者の見積価格等を入力する方法、 
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材料費、労務費、「その他」の率などの金額を組み合わせて、 

代価表を作成して単価を登録する方法があります。 

 

 

 

 

 
 

単価欄などをフィルタリングすることにより、 

0円項目のチェックなどを行うことができます。 
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共通費計算は、「公共建築工事 共通費積算基準」及び、 

「公共建築工事 積算基準等資料」に準拠した仕様で計算することができます。 
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また、[営繕工事]から[住宅工事]に切り替えることで、 

公共住宅工事の共通費計算にも対応しています。 

 

 

 

 

 


